
ステューデント・ウィーク

青山学院の歩み［25］

　別所梅之助は1871（明治4）年東京に生まれ、

東京英和学校に学び、1892（明治25）年に

メソジスト教会の牧師となりました。1897（明治

30）年には山路愛山の後を受け、メソジスト

三派の機関誌「護教」の主筆となり、青山学院・

青山女学院で国文学を講じました。神学の

ほかに、国語・漢文・英語を身につけ、国文、

国史、民俗学から動植物学に至るまで、広範の

学術にわたって博識をもって聞こえるに至りました。

特に別所が著した『聖書動物考』、『聖書植物考』は

稀覯本として尊重されています。別所はまた優れた詩人で、

歌集や随想を多く残しています。1903年版『さんびか』、1931年版『讃美歌』等の

編纂、1917年改訳『新約聖書』の翻訳等にも参画し、その業績は高く評価されて

います。『讃美歌』（日本基督教団讃美歌委員会編、1954年初版発行）の155番、

278番、301番は別所の作詞です。
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今年度の主題聖句
主に望みをおく人は新たな力を得
　　　　 鷲のように翼を張って上る。
　　　　　　　　走っても弱ることなく、歩いても疲れない。

（イザヤ書  第40章31節）

日　時　１２月３日（木）  １２時４０分～１３時１０分
場　所　相模原キャンパス  ウェスレー・チャペル
演　奏　作井 清雅子 （大学オルガニスト）

ランチタイム・コンサート

　会　期　１１月２５日（水）～１２月１６日（水） 

　テーマ　「三人の博士」

　内　容　本学院の幼稚園から大学院までの園児・児童・生徒・学生たちによるクリスマスに

　　　　　ちなんだ美術作品の展示他、スタンプラリーやもみの木の飾りつけなどもあります。

　展示場所　短大ギャラリー、ガウチャー記念礼拝堂ロビー、本部ロビー 他。

Art・クリスマス・Aoyama

　日　時　１２月５日（土） １７時３０分開演
　場　所　青山キャンパス　ガウチャー記念礼拝堂

大学ゴスペル・クワイア  クリスマスコンサート

Wesley Hall News No.119 が発行されました。
  各キャンパス宗教センター、礼拝堂で配布しています。ぜひお読み下さい。

イエス・キリストの降誕を待望する「待降節」を期して礼拝を行い、各キャンパスの
クリスマス・ツリーに灯をともします。当日は授業を短縮して行います。
　日　時　１１月２７日（金）  青山キャンパス   １７時５０分～１８時３０分
　　　　　　　　　　   相模原キャンパス   １６時４０分～１７時２０分

青山学院クリスマス・ツリー点火祭　～降誕を待ち望む礼拝～

　今週はステューデント・ウィークとして全ての礼拝で、学生の中のクリスチャンの方々に

証詞をしていただきます。証詞とは、その人がいつどのようにキリスト教信仰を持つように

なったのか、キリスト教と出会う前と後では生き方がどのように変化したのかなどを、自分の
言葉で語って伝えることです。
　今年度は、以下のキリスト教推薦入学生の会、青山みどり会（教育人間科学部）、ピスティス
（経済学部）、アポストレー（法学部）、エクレシア（総合文化政策学部）、サピエンティア
（理工学部）、スタウロス（社会情報学部）に所属する学生と、社会情報学部のクリスチャン
の学生１名の計９名が証詞をします。
また、2名のオルガニスト養成講座受講生に奏楽の奉仕をしていただきます。

ステューデント・ウィーク

あかし

今週の聖句
解説：むやみに自分を誇り、高ぶる人がいます。その反対に、いたずらに自分を過小評価し、卑下する人がいます。どちらにも必要なのは、神との関係の中で、自分を正しく
知る、ということです。神の目から見るとき、突出した傲慢さは戒められ、無用な自己卑下は除かれます。神は私たちにふさわしい「心」（＝思慮深さ）と「英知」を与えて
くださり、自分を愛し、隣人を愛する力を備えてくださいます。

青山キャンパス／ガウチャー記念礼拝堂
（月～金・10時30分～11時）

相模原キャンパス／ウェスレー・チャペル

「心を得た人は自分の魂を愛する。英知を守る人は幸いを見いだす。」（箴言  第19章8節）

（月～金・10時30分～11時）　　（夕礼拝／火・18時～18時30分）

（勤労感謝の日） （勤労感謝の日）

11月23日（月）11月23日（月） 11月24日（火） 11月25日（水）

11月26日（木） 11月27日（金）11月26日（木）

11月24日（火） 11月24日（火）

11月25日（水） 11月27日（金）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　鷺　　晶子

（灰色） 493
マタイ 5：4
　　　　（新6頁）

「幸いな人」

（灰色） 27

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　作井清雅子

（茶色） 461
イザヤ 43：4
　　　 （旧1130頁）

「神様の愛とともに」

（茶色） 544

前　奏
招　詞
讃美歌
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証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 461
箴言 16：9
　　　 （旧1011頁）
「キセキ」

（茶色） 540

前　奏
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後　奏

（灰色） 57
ハバクク 3：19
　　　 （旧1468頁）
「神様と共に」

（灰色） 29

司式　大島　　力
証詞　山市臨太郎
　  　（総合文化政策学部2年）

夕礼拝

讃美歌（灰色）:讃美歌21
讃美歌（茶色）：讃美歌・讃美歌第二編

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　越川伊豆美

（茶色） 512
詩編 121：8
　　　　（旧969頁）
「ベトナムでの恵み」

（茶色） 539

奏楽　文2 西内 彩乃
　　　作井清雅子

前　奏
　
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

（灰色） 575
ヘブライ 4：14～16
　　　　（新405頁）
「六法と聖書を
  カバンに入れる喜び」

（灰色） 24

司式　塩谷　直也
証詞　高原　大知
　　　  （法学部3年）

司式　伊藤　　悟
証詞　邑田　桃子
　  　（総合文化政策学部2年）

司式　大宮　　謙
証詞　内山　香里
　　　 （社会情報学部4年）

司式　福嶋　裕子
証詞　木村　正人
　　　 （理工学部2年）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞
祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（灰色） 458
ヤコブ 5：13
　　　　（新426頁）

「私のたからもの」

（灰色） 26

司式　福嶋　裕子
証詞　村井野々花
　　　 （社会情報学部2年）

前　奏
招　詞
讃美歌
聖　書

証　詞

祈　祷
頌　栄
祝　祷
後　奏

 奏楽　堀井美和子

（茶色） 453
ヨハネ 20：24～29
　　　　（新210頁）
「信じることは
　　　　身近なこと」

（茶色） 543

司式　藤原　淳賀
証詞　𠮷川　　良
　　　（教育人間科学部4年）

司式　森島　　豊
証詞　荒井　共子
　　　（教育人間科学部2年）

奏楽　国2 鈴木恵以実
　　　松浦　光子

賛美指導

司式　シュー土戸 ポール
証詞　山本　理一
　　　 （経済学部3年）

聖　書

　

証　詞

飯　　靖子

「神様の愛って何なんだ」

Ⅰヨハネ 4：7～10
　　　  （新445頁）

コンテンポラリー礼拝
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